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会社概要

日本電気硝子株式会社
創立 昭和24年12月1日
資本金 184億円（2007/9現在）
売上高（連結）3，364億円（2007年3月期）
従業員（連結）6，296人(2007/9現在）
事業内容 特殊ｶﾞﾗｽ製品の製造・販売

ｶﾞﾗｽ製造機械の製作・販売



ＰＤＰ・液晶ディスプレイ用板ガラス
光・電子デバイス用ガラス

Eﾌｧｲﾊﾞｰ・ヤーン 超耐熱結晶化ガラス
医薬・理化学用ガラス



参加の動機

１．年間100万トン近いCO2排出

→温室効果ガス排出量取引試行事業
２．省エネ設備に対する補助金

３．最新の情報の入手

４．第三者検証に関する知見

５．排出量取引に関する知見



削減努力の事例（１）
酸素燃焼炉の導入

空気燃焼炉 → 酸素燃焼炉

CO2排出：２０％カット



削減努力の事例（２）
電
力
比
率
の
ア
ッ
プ

単位ガラス溶融に必要なエネルギー比較

重油 250L ＝677kgCO2

電力 1000kWh ＝358kgCO2



削減努力の事例（３）

ガラス溶融炉の燃料転換

ＣＯ２発生量／発熱量比較

重油 → ＬＰＧ

（１００） （８６）

溶融炉１基→年間２４００トンＣＯ２削減



削減実績
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モニタリングと社内体制
モニタリング対象
重油、灯油、ＬＰＧ、都市ガス、電力、炭酸塩原料

社内体制



第三者検証

基準年度（２００２～０４）算定報告書の作成

基準年度検証：デスク検証 １日

現地検証 ３日

実施年度（２００６）算定報告書の作成

実施年度検証：デスク検証 １日

現地検証 ２日

その他 ： 追加資料の提出

算定報告書の修正 等

感 想 ： 算定の精度を厳密に求められた



排出量取引



償却及びバンキング

第1期 目標保有参加者

↓ （目標達成しクレジットを償却、

残りのクレジットをバンキング）

第2期 トレーダー

↓ （バンキング予定）

第3期 目標保有参加者（タイプＣ）



まとめ（１）

今回得られた知見

・ 排出量の第三者検証

・ クレジットの売買

・ 国別登録簿の仕組み

・ クレジット償却の重要性

・ バンキングの意義



まとめ（２）

改善を要望する点

・ 排出量管理システムの開発

・ 検証時間短縮のためのシステム開発

・ 排出量取引システムの改善


